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大 会発 表 要 旨2004.10.2 『デザイン理論』46/2005

大戦間期イギ リスにおける大陸モダニズムの受容

一 ライマン産業 ・商業美術学校

菅 靖子/津 田塾大学

1934年 に誕生 したカウンシル ・フォー ・アー

ト・ア ン ド・イ ンダ ス トリー(CAI)は,

1937年 のパ リ万 国博覧会 でイギ リス展示館の

建築か ら展示 まで,イ ギ リスの国家的表象の

場の全デザイ ンを任 された。 しか し,そ の結

果 は一般 ・専門家の両方 か ら厳 しく批判 され

た。イギ リス展示館 の展示 デザイ ンが最 も他

国 よ り遅 れて お り,「 ドラマ テ ィックな側面

はほとん どみあた らなか った」 か らで ある。

いか にモダニズムを 「見 せる」 か,そ して そ

れ を通 して 「モダ ン」 なイギ リスを効果的 に

演 出で きるか,と い うプ レゼ ンテイシ ョンの

問題 はイギ リス にとっての大 きな課題 であ っ

た。CAIで は同年11月 に 「プ レゼ ンテイシ ョ

ンと展示 に関す る小 委員会」 を設置 し,問 題

を検討す ることにな った。複数 の方面へ の聞

き取 り調査 を通 じて,展 示 デザイ ンの質 の改

善策を検討 した結果,イ ギ リスの 「大 いなる

希望」で あるとみな されたのは,ラ イマ ン産

業 ・商業美 術学校であ った。

この学校 は,ア ルバー ト ・ライマ ンが1902

年 に,モ ダ ン ・アー トの原理 を商業 や産業 に

応用す る必 要性を感 じてベル リンに開いた私

塾 か ら始 ま り,1930年 代 のナチスの勢 いに追

われて ロ ン ドンにあ らためて開校 された もの

である。ベル リンの ライマ ン ・シュー レでは,

と りわ け商業 美術 に関 す る科 目が発 達 し,

1920年 代 まで に展示デザイ ンの領域 で名声 を

確立 して いる。

この学校 で は,バ ウハ ウスの織物工房 のゲ

オルグ ・ム ッヒェ,写 真学科の主任 ヴァルター ・

ペ ーターハ ンス らも教鞭を執 った。 また積 み

木玩具のデザインで知 られるアルマ ・ブッシャー

や映画製作者 ヴ ェアナー ・グ レー フ,日 本か

らの水谷武彦 な どはライマ ンで学んだ後 にバ

ウハ ウスに入 学 している。 日本人で は他 に向

井寛三郎,笹 川和子 がライマ ンで学んだ。バ

ウハ ウスで学んだハイ ンツ ・レーヴは後 にロ

ン ドンの ライマ ン ・スクールで展示学科 の主

任 とな った。

1920年 代 後半か らライマ ン ・シュー レは,

20世 紀 初頭か ら店頭 の商 品の展示方法の稚拙

さが指摘 されていたイギ リスで注 目を集 め始

めた。 これは ドイツでのナチスの台頭 と時 を

同 じくしていた。 ユダヤ人 であったライマ ン

ー家 はユダヤ系の教員 や学生 を集 めてロ ン ド

ンに移住 し,そ こで新 たに学校 を開校 したの

が,ラ イマ ン ・ス クールである。

ロ ン ドンでは,教 員 スタ ッフの半分 はベル

リン時代の教員であった。校長 にはオーステ ィ

ン ・クーパーが就任 した。 彼によ って,齒イギ

リスの 「非常 に種類に富んだ分野 か ら最高 で

最 も活気のある非常勤スタ ッフ」-E・M・

コーファー,エ リック ・フレイザー,ミ ルナー ・

グ レイ,マ リオ ン ・ドー ン,ま た後 のポ ップ ・

アー トの旗手 リチ ャー ド・ハ ミル トンな ど

一 が集 められた
。

ロ ン ドンのライマ ン ・ス クールは教育方針

は基本 的にベル リン時代を踏襲 していたが,

イ ギ リスにおいてそれは伝統的な美 術教育 か

らの 「脱皮」 と捉え られた。展示,商 業 美術,

フ ァッションおよび ドレスメーキ ング,写 真,

そ して一般教養 の五学科で出発 し,三 六 年に

はイ ンテ リア ・デザイ ンが加わ った。学科は

緩 やかに連携 してお り,多 様な表現 メデ ィア

や素材 を体験 させ る方針か ら,科 目は比較的
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自由に選択できた。ライマ ン・スクールおよ

びステユーディオの 目的は,「一般化した芸

術教育 と,商 業美術と産業デザインにおける

専門的な実践の特殊化 した要求とのあいだの

認識されている溝の架け橋となる」ことにあっ

た。展示デザインを総合芸術として教えた点

が,当 時のイギリスでは先駆的だったのであ

る。

同校が開校 してまもな く,CAIは パ リ万

国博での不評を分析 して,「 わが国には展示

の技法やショーマンシップを訓練された人間

がいない」ことに起因したと結論づけ,さ っ

そく 「プレゼンテイションと展示に関する小

委員会」を結成 した。 この委員会はさまざま

な美術学校や企業へのヒアリングを行い,ラ

イマン ・スクールからは校長であるクーパー

と展示デザイ ンの責任者レーヴの二人を呼び,

同校の教育の特徴を検証した。

彼 らと委員会との議論から,イ ギ リスの問

題点がいくつか明らかになっている。イギリ

スでは従来,展 示デザインは建築家に任せる

傾向があり,委 員の中には,建 築の訓練こそ

三次元的な展示デザインに必要なのではない

かと主張する人たちもいたが,ク ーパーとレー

ヴは,建 築家は空間を作るが製品や商品の展

示 と建築 とはまったく違うという見解に立 っ

ており,ラ イマン・スクールでは表層的な建

築の訓練以上のことは行 っていなかった。彼

らは,建 築を教えるために不必要に訓練機関

が長引 く上に,よ り良いのは展覧会 において

建築家が展示のエキスパー トと共同作業をす

ることだと考えた。もうひとつの争点は,ラ

イマン ・スクールが表現する軽快なモダニズ

ムであ った。CAIの 委員たちは,そ の進歩

性を認めなが らも,そ れが未だに保守的傾向

の強かったイギ リスの商業美術や展示の現状

にどれだけ適用できるものなのかについての

懸念を持っていたのである。こうした議論を

通 して,ま た実践を通してライマン ・スクー

ルは,展 示デザインをこれまでの伝統的な建

築の分野からではな く,学 際的に発展した新

たな領域として捉えたことで,イ ギリスに新

しい視座を提供することになった。

ライマ ン ・スクールは1939年 ま での短い存

続期間 に700名 ほ どの学生 を送 り出 し,彼 ら

はラ ウン トリー ・チ ョコレー ト製造会社,イ

ンペ リアル広告エ イジェンシーなどイギ リス

各地 で活躍 した。 また公的な機 関の広報を依

頼されることも多 く,逓 信省やBBC,ニ ュー ・

ヨー ク万 国博 でのイギ リスの展示館 の一部な

どの展示 デザイ ンを請 け負 っている。 モダン

なイギ リスの表象 を担 ったのである。第二次

大戦が勃発す るとライマ ンは解散 した。 しか

し,BBCの ス テ ユーディオ ・デザイ ン ・ユ

ニ ッ トの責任者 とな った元教師な ど,ラ イマ

ン ・スクールが輩 出 した人材 は確実にイギ リ

ス社会の視覚文化 へ働 きか けて いった。

この学校は両大戦 間期 イギ リスの商業美術,

モ ダニ ズムの理論 と実践,そ してデザイ ン教

育 の要 に位置 していた といえる。
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